













































































































1696 400 5，800 1s，5d． 43s．　Od． 121
1750 690 6，000 2s．4d． 34s．1d． 95
1776 1，53！ 7，600 4s．　Od． 39s．4d． 114
1785 2，004 8，000 5s．　Od， 43s．1d． 120
1803 4，268 9，230 9s．3d． 58s．10　d． 156
1813 6，656 10，650 12s．6d． 109s．9d． 243
1818 7，871 11，550 13s．8d． 86s．3d． 194
1832 7，037 14，160 9s．1！d． 58s．8d． 132

















































































































































S． d， S． d． S． d． d． S． d，
1767－70 8 0 42 9 26 5 7．3d． 1s． 3．8d，
1796 9　0～10078 7 35 4 9．7d． 1s． 9d，
1801 11 0 1196 68 6 15．5d． 2s． 9．6d，
1804 8　6～12062 3 31 0 9．7d． 1S． 9d，
1811 10　0～15095 3 42 3 14．Od． 2s． 6．4d，
1815 15 0 65 7 30 3 10．4d． 1s． 10．5d，
1821 8 6 56 1 26 0 9．5d。 1s． 8．6d，
1823 8 0 53 4 31 6 10．3d． 1s． 10．3d．
1831 7　0～10666 4 38 0 10．Od． 1s． 9．7d．
1838 9 0 64 7 31 5 10．Od． lS． 9．7d，
1843 9　0～116 50 1 29 6 7．5d． ls． 4．3d．
1847 7　0～12969 9 44 2 11．5d． 2s． 9．7d．
1850－2 8 6 39 9 25 7 6．7d。 1s． 2．5d，































1834 14，372 6，317 8s，　　9．5d．
1835 14，564 5，526 7s．　　7　　d．
1836 14，758 4，717 6s．　　4．75　d．
1837 14，955 4，044 5s．　　　5．5d．
1838 15，155 4，123 5s．　　5．5d．
1839 15，357 4，407 5s．　　8．75　d．
1840 15，562 4，576 5s．　　10．5d．
1841 15，911 4，761 6s．　　0．5d．
1842 15，981 4，911 6s．　　　1．75　d．
ユ843 16，ユ94 5，208 6s．　　　5，25　d．


















































































































1767－70 1794－5 1833－45 1867－70
バッキンガムシャ 8s． 6d． 7s． 4d． 9s．10d．14s． 3d．
ノーフォクシャ 8s． Od． 8s． 1d． 10s．　7d． 14s．9d．
ドー　シ　ト　シ　ャ 6s． 9d． 8s． 3d． 7s．10d．11S．6d．
ラ　ン　カ　シ　ャ 6s． 6d． 10s． 1d． 12s．　5d． 17s、9d．













































75．5 72．4 67．8 64．0 66．2 66．9 66．7 82．1 83．8 86．4 75．9
Anne　Digby，　“The　Rural　Poor　Law”，　in　Derek　Fraser　（ed．）　The　Aletv　Poor　Law　in　the　Alineteenth　Century，
p．162．
結　　三
新救貧法施行直後の救貧支出の減少の理由を求めて，分割貸与農地，賃金，家内工業，過小雇
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用について見た。過小雇用は，一部の地主による分割貸与農地の創出と，一部の農場経営者に
よって一部の農業労働者に対して行なわれた年間を通しての雇用契約で，若干の改善は見られた
が，それは救貧法改正後の当座は限られたものであった。分割貸与農地も賃金も顕著な改善が見
られたのは19世紀の後半であり，家内工業はユ9世紀前半に衰退の一途をたどった。上記の四つ
の与件において，救貧費の支出の減少に大きく貢献するような変化は救貧法改正後の10年以内
には生じなかったのではないかと思われる。また地方レヴェルの救貧行政において労働可能な生
活困窮者にたいする院外救済は，名目を変えて継続された。またボイヤーは，救貧法の改正後に
農業労働者が冬季の農閑期に農村から都市に移動した形跡はなく，旧救貧法は農業労働者の季節
的移動を妨げる障害になってはいなかったと述べている（3？）。それなのに救貧費の支出は減少した
のである。何が変わったのであろうか。
　変わったのは，まず地方において救貧行政に携わったり救貧税を収めたりする農場経営者たち
の側の精神である。貧民を救済する精神には，宗教的・人道主義的・伝統的要素と，救貧を自己
の資産を保全するための保険と見なす利己的・経済的要素との両方が存在した。そして後者の要
素は，救貧費の支出をなるべく低く抑えようとするであろう。新救貧法は，その利己的・経済的
思考を正当化する哲学を地方における救貧行政の担当者と納税者に提供した。その哲学を受け入
れた地方の救貧行政担当者が，人道主義的顧慮を悟然と後退させ，労働可能な者に院外救済手当
を与え続けたとしても，経済的配慮を先行させて救済を給付する基準を厳しくし，救済の質と量
を低下させたであろう。
　次に変わったのは，院外救貧救済手当を受ける労働者側の態度であろう。農作業の季節性とそ
れに対応する農場経営者の労働雇用政策については先述した。零細な農地を保有する農民にとっ
て，農繁期のフルタイムの就業と農閑期の半端な就業という形は，18世紀末に始まったもので
なく，エンクロージャ以前から行われたのであり，稼得の不足分は零細な保有地の収穫や共同地
で飼う家畜からあげられる収入で補われた。しかしエンクロージャによってそれが得られなくな
ると，稼得を補填するためには，教区からの院外救済手当に頼るほかに道はなかった。こうして
エンクロージャ後の農業労働者の生計は，農繁期の完全就業と農閑期の不完全就業とから得られ
る賃金プラス院外救貧手当によって成り立った。農業労働者たちが院外救貧手当を「埋め合わせ
make　up」とか「パン金bread　money」とか呼んだゆえんである（38）。そのような生活の中で農
業労働者にとって最も合理的な生活態度は何だったであろうか。それはなるべく体力を消耗する
ことなく教区からの手当をなるべく多く得ることであろう。救貧手当が厳しいチェックなしで与
えられるようになる前には，農業労働者は農閑期に懸命になって仕事を探したであろう。しかし
仕事がないために賃金を稼ぐことができないという理由で家族の生活費を教区から生活保護とし
て与えられるならば，労働者が好んで労働に従事しなくてもよいと考えるのは人情の自然であ
’り，また労働者の合理的選択であったと言えよう。救貧法改正前に労働者のあいだに，この合理
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的選択が広まっていたことを否定するのは，非現実的なのではないだろうか。救貧法改正法の施
行状況に関する下院の1837年特別調査委員会で証言した証人は，もと貧民監督役だった農場経
営者も農場労働者に同情的な教区牧師も，救貧法改正後に農業労働者たちが改正前よりも熱心に
仕事を探すようになったと述べている（39）。先に見たように，救貧法改正後の分割貸与農地や賃金
や過少雇用の条件が以前とたいして変わらず，しかも院外救貧手当が継続されたにもかかわら
ず，また院内救済を完全に遂行すれば院外救済以上に費用がかかったとすれば，救貧法改正後に
救貧支出が著しく減少したのは，労働者による救貧手当の受給申請が減少したからにほかならな
いであろう。救貧手当の受給を控えた労働者の家族では，主食を小麦のパンからジャガイモに変
えたかもしれない。サラマンは1814年から1838年までの間にジャガイモの作付け面積が倍増し
たと推計している㈲。それまで就業していなかった娘や息子が賃仕事に就くということが行なわ
れたかもしれないω。それが救貧法改正に即して救貧政策の精神を変えた地方行政に対する労働
者の態度のやむを得ざる変化だったのである。
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